
 

 

令和６年度（下期） 

新事業・商品等 リモート相談会 

【募集案内】 
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Ⅰ 新事業・商品等 リモート相談会について 

 

１． 実施目的 

新事業、新産業の創出に向けた取組みとして、福井県嶺南地域を中心に事業を展開されて

いる企業に対して、新商品・新技術の開発・改良・販路開拓等を目的に、商品開発での事業

相談会を Web 会議システムを用いて実施し、地元企業が日頃から新規事業、商品の開発、こ

れまでの事業に取り組み、課題解決に向けた方策に行き詰まりを感じていることへの解決の

糸口を見出す機会を提供します。 

また、令和６年度第２回 展示会見学支援事業「食の資源循環フェア」「食品衛生イノベー

ション展」（11/21-22 開催）に参加された企業についても、展示会に参加して、新しいこと

を発見したが、どのように進めていけばよいか教えてほしいなど、各分野の専門家からアド

バイスを聞くことで、新たな展開への扉を切り開く機会を提供し、嶺南地域企業の活性化と

発展・成長につなげる。 

 

２． 対象者 

嶺南地域を中心に事業を展開されている企業 

 

３． 実施時期 

第１回 令和６年１２月３日（火）敦賀商工会議所 

                （開始時間：1社目 13:00、2社目 14:00、3社目 15:00） 

第２回 令和６年１２月４日（水）わかさ東商工会 

                （開始時間：1社目 13:00、2社目 14:00、3社目 15:00） 

第３回 令和６年１２月１０日（火）小浜商工会議 

                （開始時間：1社目 13:00、2社目 14:00、3社目 15:00） 

第４回 令和６年１２月１１日（水）高浜町商工会（おおい町商工会合同） 

                （開始時間：1社目 13:00、2社目 14:00、3社目 15:00） 

 

・各会場毎に５０分の個別相談を希望する３社を募集する。 

 

４．応募手続き等 

（１）応募先 

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター 産業育成部 

   〒９１４－０１９２ 福井県敦賀市長谷６４号５２番地１ 

   ＴＥＬ：０７７０－２４－７２７６ 

   Ｅ-mail：sangyo@werc.or.jp 

（２）申込締切 

   令和６年１１月２２日（金）１７：００まで 

（３）申込方法 

   参加申込書に必要事項を記入し、電子メールでお申込み下さい。 

   参加申込書はこちらからアクセスしてください。 

   ↓ 

https://www.werc.or.jp/support/shinkaihatsushien/ 

 



 

５．参加条件 

以下の項目について、あらかじめ承諾いただける企業がご参加いただけます。 

（１） エネ研が設定する「参加条件※」を満たす企業。 

※以下の項目の書類を提出 

 ①参加の目標や目的（参加して何をしたいのか？） 

 ②積極的に取り組み姿勢を示していること 

 ③相談したい内容が明確であること 

 新しい事業展開、将来の事業承継 

 新商品の開発・既商品の改良、コストの価格への転嫁 

 新商品、既商品のプレゼン商談 

 11/21-22 の展示会見学支援事業に参加して、確認したくなった 

（２） 参加後、事務局へアンケートやフォロー報告書などの書類を提出。 

（３） 参加時の事務局からの注意事項についての順守やコロナ対策について了承。 

（４）主催者、参加者相互の損害賠償は免責について了承。 

 

６．参考（過去に参加された方々の主な感想） 

  Ａ社…参加に迷っていたが、専門家の客観的視点からの助言を多くいただき、新しい着眼点・

発見があり、思い切って参加してよかった。 

  Ｂ社…想像していた以上の体制（各分野の専門家）で相談に乗っていただき感謝している。 

  Ｃ社…リモートによる相談は、移動時間や色々な面で合理的・画期的と感じた。 

  Ｄ社…リモートであるため、各分野の専門家の方がわざわざ現地に来なくても、多くの方々

からご指導いただけたのは良かった。ただし、反対にリモートであるため、どうして

も、こちらの熱量・雰囲気が伝わりにくく、もう少し、活発な議論を交わせて、濃密

な時間を過ごすことが出来たら、もっと良かった。 

  Ｅ社…社内だけの凝り固まった考え方を、専門家の方から見ていただく事により、新たな提

案方法が見出すことが出来た。 

  Ｆ社…専門家の方のアドバイスで目指す方向性が決めやすくなった。 

     ・・・など。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


